
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３１回 青梅市公共交通協議会 
 

 

今年度の取り組みについて 

 

１．広報おうめにおける公共交通利用促進記事（案） 

２．事業所におけるＭＭについて 

３．学校教育におけるＭＭについて 

４．高齢者を対象としたＭＭについて 

５．河辺下地区の取り組みについて 

６．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年９月９日 
 

 

資料３ 
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１．広報おうめにおける公共交通利用促進記事（案） 
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２．事業所におけるＭＭについて 

 

昨年度、三ツ原工業会における２つの事業所から、モビリティマネジメントの取り組みへの協

力意向が得られたため、この２事業所に対して、通勤時の公共交通利用を考えていただくアン

ケートや情報提供ツールの配布を行う。 

アンケートについては、国土交通省が実施しているエコ通勤アンケートをベースに、青梅版ア

ンケート（環境面に加えて健康や公共交通維持といった観点を追加）を作成して実施する。 

 

【第１回】 協議会後に実施 

  お願い状（趣旨、取り組みのメリット） 

  動機付け冊子 

  バスマップ 

  事前アンケート 

【第２回】 数か月後に実施 

  お願い状 

  事後アンケート 
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３．学校教育におけるＭＭについて 

（１）学校教育におけるＭＭの目的 

青梅市立成木小学校（以下、成木小学校）の学生を対象に、路線バスを用いた乗車体験を

通して、乗降の仕方やマナー、公共交通としての路線バスの大切さ等について学習してもらう。 

ＭＭ学習を通して、路線バスに興味や親しみを持ってもらい、路線バスに乗車する機会の増

加や、将来も移動手段の一つとして自然に選択できるような意識の醸成をはかり、路線バスの

永続的な利用促進につなげる。 

今年度は、小学校の学習指導要領の記載事項を踏まえ、「交通に関する視点から、地域の

様子を捉え、地域の特色に応じた課題解決」を目的として、学習を実施する。 

 

（２）実施概要 

①対象 

  取組の目的に応じ、成木小学校 3 学年、4 学年を対象とする 

  また、昨年度の取組も好評であったことを踏まえ、１学年、2 学年も対象とする（ただし、「乗

り方教室」のみ実施） 

 

②実施日時 

  2019 年 10～11 月を想定（具体的なスケジュールは今後調整） 

  授業 2 コマ 

 

③実施場所 

  座学は、教室で実施 

  乗車体験は、成木小学校の隣接駐車場 
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④3 学年・4 学年向けの授業内容 

  日常（休日など）の移動手段として、公共交通が利用手段のひとつとして認識してもらえる

ように、普段はクルマで移動している場所へ、公共交通を利用してもいけることを理解して

もらう 

（１コマ目） 

所要時間 講座 実施 学習内容 

１０分 

 

※移動時間

含む 

座学 クラス担任 

 

※必要な資料等

はコンサルタン

トが用意 

チラシやスライドを用いて乗り方、ルー

ル等を説明する 

・成木小学校の位置、青梅市内の主要

施設の位置、東京都から見た青梅市 

・クルマ利用のメリット・デメリット 

・公共交通利用の重要性 

 

３５分 グループ

ワーク 

クラス担任 

 

グループ毎に目的地を設定し、目的地ま

での行き方を考える 

・目的地までの行き方 

・時刻表の見方 

・交通手段の選択 

※指導要領を参考に、３年生は市内の主

要施設、４年生は市外の街を目的地と

して設定 
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（２コマ目） 

所要時間 講座 実施 学習内容 

１５分 

 

※移動時間

含む 

座学 クラス担任 

 

 

1 コマ目で考えた、目的地までの行き方に

ついて、グループ別に発表 

・各グループ 5分程度（4 グループ） 

・参加者全員で、理解を深める 

30 分 乗車体験 バス事業者 

 

隣接駐車場に路線バス車両を持ち込み、

乗車体験を実施する 

・バス車両の見学（座学内容の体験：

乗車方法やマナー） 

・バリアフリーに対応した低床バス車

両の学習 

・車いす利用者の介助の仕方（スロー

プ体験） 

・運転席体験（死角やバックミラー） 

・内輪差、オーバーハング等の危険 

※バス事業者と今後調整 
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⑤1 学年・2 学年向けの授業内容 

  授業内容は、昨年同様を想定（乗り方教室がメイン） 

 

所要時間 講座 実施 学習内容 

15 分 

 

※移動時間

含む 

座学 クラス担任 

 

※必要な資料等

はコンサルタン

トが用意 

チラシやスライドを用いて乗り方、ルー

ル等を説明する 

・市内の公共交通の概要 

・身近なバス路線の行先 

・時刻表の調べ方 

・バスの乗り方・降り方 

・整理券と運賃表の見方 

30 分 乗車体験 バス事業者 

 

隣接駐車場に路線バス車両を持ち込み、

乗車体験を実施する 

・バス車両の見学（座学内容の体験：

乗車方法やマナー） 

・バリアフリーに対応した低床バス車

両の学習 

・車いす利用者の介助の仕方（スロー

プ体験） 

・運転席体験（死角やバックミラー） 

・内輪差、オーバーハング等の危険 

（５分） 宿題 クラス担任 

 

 

今日学習したことの振り返り 

・おうちの方と、今日の学習について

お話をしたか？ 

・小学校の近くの●●バス停から、は

どこに行けるか？ 

・乗車体験をしてみての感想 
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④宿題 

  事業の振り返りを自宅で行ってもらうために宿題を配布する 

  裏面には、保護者向けの啓発チラシを張り付け、公共交通の利用を促す 

 

宿題（表面） イメージ  
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宿題（裏面） イメージ 
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昨年度の宿題の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18人

86%

2人

9%

1人

5%

バスについて、もっと知りたいと思いましたか︖

はい いいえ その他

全体(21人)

  楽しかったことについては、「バ

スの運転席に乗ったこと」と「み

んくると遊んだこと」が最も多

い。 

 

  おうちの人と話した内容につ

いては、「バスの乗り方につい

て」や「運転席からの死角に

ついて」などが多くなってい

る。 

 

  バスについてもっと知りたい

と思うと答えた児童は 21 人

中 18 人となった。 

10

10

2

2

0 5 10 15

バスの運転席に

乗ったこと

みんくると遊んだ

こと

バスに乗ったこと

運転席からの死角

について

全体 (21人)

(人)

今⽇学習したことの中で、楽しかったことは何ですか︖

5

4

2

2

2

7

0 2 4 6 8

バスの乗り方について

運転席からの死角について

運転席について

バスでのマナーについて

みんくると遊んだこと

その他(バスの座席や信号など)

全体 (21人)

(人)

今⽇学習したことについて、おうちの人とどんなお話をしましたか︖

※複数回答あり 

※複数回答あり 
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４．高齢者を対象としたＭＭについて 

 

【提案】 

  昨今の自動車事故の報道等で、自動車運転に対して不安が高まっている高齢者が増

えていると言われています。 

  また、自動車を使えなくなると生活に不安があるという方も多いので、自動車を運転し

ない生活について情報提供することで、まず免許返納の前に自動車を使わない生活

を始めてみるということを提案してはどうでしょう。 

  青梅市では、車が使えないと生活に支障が出るのでは？と感じている方も多いと思う

ので、そんな層にアプローチすることができると、事故防止だけでなく、安心・安全に暮

らせる、公共交通利用効果が高いと思います。 
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５．河辺下地区の取り組みについて 

（１）河辺下地区の取り組みの目的 

千ヶ瀬-河辺下ルートについては、バス事業者の発案で 2011 年から検討を進めてきたが、運

行の実現に向けた関係機関との協議で解決に時間を要する課題が残る状況の中、2017 年に

バス事業者より、安全性や経済性の問題から検討をいったん白紙に戻すことで話があった。 

今回は、交通不便地域である河辺下地区において、改めて地域住民の方が何に困っていて、

市にどのようなサポートを求めているのかを把握することを目的とする。 

 

（２）市民参加の実施方針 

①導入する市民参加ツール 

  検討の目的を踏まえ、一方的に行政側が説明し、意見聴取をする方法よりも、行政と市民

が協働で地域の問題・課題を踏まえたうえで、解決策を議論できる市民参加手法を導入

することが必要である 

  市民のニーズを把握する段階（ゼロベースの検討段階）においては、自由な意見交換会

が可能で、創造的な解決のアイデアを見出すことができるワークショップの導入が望ましい 

 

表 ワークショップの概要 

項目 内容 

概要 特定の課題に対応するために、課題に関心を持つ人が集まり、協働作業や

話し合い等の諸活動を行う。少人数（５人～１０人程度）のグループに分

かれて議論や作業をする方法が一般的である。 

目的 

／ねらい 

参加者間での議論を通じて多様な視点を共有化し、協働作業を通して創造

的な解決のアイデアを見出すことをねらいとする。コンセンサス形成（合

意形成）のポイントを探るまでを目的とすることもできる。 

手法 

の特徴 

地域レベルの特定課題の検討において有効である。具体的には、目的や問

題の抽出の段階や、複数案の検討段階などで有用な手法だが、その後の事

業実施段階や供用管理時においても効果的な手法である。 

実施の 

タイミング 

課題の設定や、複数案の比較評価等にあたって実施される。地域の視点か

ら見た課題や留意点等をくみ取る場合や、解決案を検討する場合に用い

る。 

対象者 計画検討プロセスの内容に関心を持ち、参加意識の高い市民を対象とす

る。 

提供情報 ワークショップでとりあげる課題に関する情報、運営の仕方やルール(※

参加者で決める場合あり)に関する情報等を把握する。 

把握情報 設定した課題に対する意見、要望、提案（意見集や作業図面）等を把握す

る。 
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ワークショップのイメージ（他市の例） 
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②進め方 

  ワークショップを実施するにあたっては、地元のことに精通している方（町内会長等）（以下

ステークホルダー）に、ワークショップを実施すること、ワークショップを実施した場合にどの

ような意見が挙げられそうかを事前に意見聴取（ステークホルダーヒアリング）しておくこと

で、ワークショップを円滑に実施することが可能となる 

  また、その場で、ワークショップ参加者の募集方法等も相談する（例えば回覧板で回して

もらう等） 

 

表 スケジュール 

 市民参加 事務局 

7 月 ステークホルダーヒアリングの実施  

8 月  ワークショップの企画 

9 月 ワークショップ参加者の募集 ワークショップの準備 

10 月 ワークショップの実施  

11 月  ワークショップ意見整理 

 

 

②具体の実施内容 

参加者 

  河辺下にお住まいの方 ５～１５名程度（最大でも２０名） 

  参加者が多い場合は、複数回に分けて実施 

  ファシリテータ（コンサルタント） ３名 

  市職員（あくまでもオブザーバーとして出席） 

 

実施日時 

  平日夕方～夜 

 

具体の内容 

  企画の趣旨説明（５分） 

  河辺下地域において、交通に関する困りごと・問題点はなにか（４５分） 

  休憩（５分） 

  上記で挙げた困りごと・問題点への対応策（４５分） 

  グループごとに議論した内容を発表（１５分） 

  最後に（今後の流れなどを説明）（５分） 
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６．その他 

平成24年度に策定された青梅市公共交通基本計画について、一定の期間が経過したことか

ら、当初設定した計画目標に対する達成状況の評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


